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第 37 期 の 事業 計画 発表 会 が 4 月 9 日 ( 土 ) 、 
京 ベ イ NK ホ ー ル に て 行わ れ ま し た 。 
当日 は 大 川 会 長 、 
中 山 社長 を は じ め 役 員 の 方 々 、 
責 と し て ご 来場 いた だ いた CS K グ ルー プ 、 
及び 関係 会 社 の 方 々 と 全国 か ら 集 まっ た セガ 社員 総勢 3.000 名 余り の 方 々 が 集い 、 
「 基本 を 固め て 新た な 飛躍 | を 全社 スロ ー ガ ン に 、 
37 期 へ 向け て の 決意 を 表し まし た 。 
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第 37 期 事業 計画 発表 会 





( 社 歌 斉 唱 、 社 是 ・ 経 営 理念 の 唱和 ) 





[功労 部 門 ] 
敢闘 党 海外 コン シュ ー マ 事 業 本 部 米国 事業 部 (S0A) 
労力 党 AM 機 天 統 括 本 部 海外 販売 事業 部 
社長 特別 賞 パー チャ ファ イタ ー 開 発 チ ー ム 








田 グ ルー プ 田 功 み 社 員 所 属 リ スト 
TOY・ 映 像 事業 部 PICO チー ム @ 西 日 本 営業 事業 本 部 棚町 彩 
AM 施設 統括 本 部 池袋 GIGO 開 設 プ ロジ ェクト チー ム 供 第 AM 研究 開発 部 名 越 俊弘 
CS 研究 開発 統括 本 部 ソニ ッ ク 3 チーム 人 @ 商 品 セ ンタ ー 梅津 雄二 
CS 研究 開発 統括 本 部 ソニ ッ ク CD チ ー ム 借 AM 品質 保証 部 萩原 秀 浩 
CS 研究 開発 統括 本 部 ソニ ッ ク & テ イル スチ ー ム 人 @ 情 報 レ シス テム 部 岡崎 重 実 
CS 研究 開発 統括 本 部 ファ ンタ シー スタ ー チ ー ム 信広 報 企 画 室 寺嶋 リカ 


CS 研究 開発 統括 本 部 海外 サー ド パ ー テ ィ グ ルー プ 

AM 研究 開発 統括 本 部 アウ トラ ン ナ ー ズ チー ム 

AM 研究 開発 統括 本 部 _DAYTONA USA チ ー ム 

ハー ドウ ェ ア 研 究 開 発 統括 本 部 CGT (MODEL 2 ) チー ム 
生産 統括 本 部 資材 管理 課 QC グ ルー プ 

生産 統括 本 部 HE 生産 部 

生産 統括 本 部 CS 生産 技術 部 

生産 統括 本 部 海外 生産 企画 室 
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海外 コン シュ ー マ 統 括 本 部 ・ 経 営 戦略 室 
国内 コン シュ ー マ 統 括 本 部 

アミ ュー ズ メ ント 機器 統括 本 部 

全 研 究 開発 統括 本 部 ・ 事 業 開発 室 

品質 保証 本 部 

生産 統括 本 部 

A M 施 設 統括 本 部 ・ 関 西 支 店 

盤 理 本 部 ・ 情 報 シ ステ ム 本 部 ・ 総 務 本 部 
・ 社 長 室 


@ 





人 ム 国 内 コン シュ ー マ 統 括 本 部 








代表 取締 役 副 社 長 入 交 昭一 郎 





代表 取締 役 副 社 長 
駒井 徳 造 

株 式 会 社 亜土 電子 工業 シム ス 株 式 会 社 
リン ガ フ ォ ン ・ ジ ャ パン 株 式 会 社 株 式 会 社 ソ ニッ ク 
株 式 会 社 東京 ムー ビー 新 社 株 式 会 社 トレ ジャ ー 
ライ ト 印 刷 株 式 会 社 株 式 会 社 ネクス テッ ク 
株 式 会 社 大 王 振 興 株 義光 光 え アイ エレ クト ロニ クス 
株 式 会 社 セガ ・ テ ッ ク 株 式 会 社 CSK 総 合 研究 所 
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百人 つる 心 り のし紙 11SG や 宗光 計 
る 公 じ る:@ 愉 二 も 

くう で 8 で WS 揚 堂 革 李 近 明 略 
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第 37 期 体制 





第 37 期 組織 体制 の 強化 ・ 充 実 の た め 、 下 記 の と お り 平 成 6 年 4 月 1 日付 で 組織 ・ 人 事 が 発令 と な り ま し た 
の で お 知ら せい た し ます 。 


1 . 組 織 の 変更 

[AM 施設 統括 本 部 ] 

アミ ュー ズ メ ント テー マ パ ー ク 事業 の 拡大 に と も な い 、 総 合 レ ジャ ー 開 発 本 部 を 発展 的 に 解消 し 、 ア ミュ ー 
ズ メ ント テー マ パ ー ク 事業 部 を 本 部 と し ます 。 事業 本 部 長 は 永井 常務 が 兼任 され ます 。 

東日本 ・ 西 日 本 営業 事業 本 部 の 開発 業務 を 、 よ り 現 場 密着 型 と する た め 一 本 化し 、 開 発 部 と し ます 。 ま た 、 
総合 企画 部 を AM 施設 統括 本 部 の 組織 下 と し 、 名 称 を 店 舗 企 画 部 に 変更 し ます 。 

AM 施設 統括 本 部 内 に 企画 室 を 新設 いた し ます 。 

業務 部 と 管理 部 は その 業務 を 一 元 化し 、 管 理 部 と な り ま す 。 

レン タル 営業 部 の 業務 を 商品 部 に 吸収 統合 し ます 。 

な お 、 サ ービス 品質 保証 部 は 店 舗 運 営 部 に 改称 する と と も に 、 組 織 下 に あっ た O SM 業務 を 店 舗 運営 課 及 
び 東 西 の 営 業 事業 本 部 に 移管 し ます 。 


[国内 コン シュ ー マ 統 括 本 部 」 

マ 統 括 本 部 を 発展 きせ 、 国 内 コン シュ ー マ 統 括 本 部 と 海外 コン シュ ー マ 統 括 本 部 を 新た 

設置 し ます 。 国 内 コン シュ ー マ 統 括 本 部 長 は 森 顧問 が 、 副 統括 本 部 長 は 鎌田 取締 逐 が 務め られ ます 。 国 内 
2 まこ マ 統 括 本 部 に お いて は 、 従 来 の H・E 事 業 部 、TOY・ 映 像 事業 部 の 編成 を 発展 解 背 し 、CS 営 
業 本 部 、CS マー ケティング 本 部 を 新た に 設置 いた し ます 。 本 部 長 は それ ぞ れ 鎌田 取締 役 、 森 座 問 ( 朱 任 ) 
が 務め られ ます 。 

CS 営業 本 部 は 営業 部 、 特 販 部 か ら 成 り 、 国 内 の H・E、TOY の 販売 事業 を 一 元 化 し ます 。 

CS マー ケ テ ィ ジア 交 末 部 は キャ ラク ター 部 。 プ ロモ ーション 部 か ら 成 り 9。 旧 “ 導 、TOY の で エケ ティ イン 
人 

また 、H・E お よび TOY プ ロダ クト ママ ネー ジャー グループ を 新設 し 、 分 野 ご と 、 機 種 ご と の 細か な 対応 
の 強化 を 図る 他 、 調 査 部 を 新設 し 、 マ ー ケ ティ ング の 強化 を 図り ます 。 

5 月 1 日 付 で 、 国 内 戦略 企画 室 を 新設 いた し ます 。 室長 は 、 森 顧問 (兼任 ) が 務め られ ます 。 


[海外 コン シュ ー マ 統 括 本 部 」 

統括 本 部 長 は 木下 専務 が 、 副 統括 本 部 長 は 八木 常務 が 務め られ ます 。 

海外 グル ー プ 会 社 と の 連携 強化 の た め 、 S O A 営 業 推進 部 、S OE ノ S 0 Z 営 業 推進 部 を 新設 し ます 。 S 

O A 営 業 推進 部 は 桜井 専務 が 管掌 し ます 。 ま た 、TO Y 海 外販 売 事業 強化 の た め 、T O Y 海 外 営業 部 を 新設 
じ ま す 。 

従来 の アジ ア 営 業 部 、 中 南米 営業 部 、 欧 州 第 一 ・ 第 二 営 業 部 は 組織 の 強化 を 図る た め 統 合 一 元 化 し 、 営 業 
部 と な り ま す 。 | 
業務 部 お よび 管理 部 は その 業務 を 一 元 化す る た め に 管理 部 と し て 統合 いた し ます 。 ま た 、 機 能 の 充実 を 図 
る た め 、 海 外 渉外 部 を C S 商 品 企画 室 よ り 移 管 い た し ます 。 5 月 1 日 付 で 、 海 外 戦 略 企画 室 を 新設 いた し ま 
す 。 


[コン シュ ー マ 研 究 開発 統括 本 部 ] 

商品 展開 の 拡大 に 対応 する た め に 第 四 、 第 五 CS 研究 開発 部 を 新設 し ます 。 ま た 新 事 業 の 展開 に 関す る 組 
強化 の た め 、S CC 企画 制作 宇 を 新設 、 従 来 の RPG 制 作 部 も これ に と も な い SCC・RPG 制 作 部 に 改 
称し ます 。 

また 、 機 能 の 充実 を 図る た め 、 国 内 渉外 部 を CS 商品 企画 室 よ り 移 管 、 統 括 本 部 内 に CS ハー ド 商 品 企画 
室 を 新設 し ます 。 こ れ に と も な い C 5S 商 品 企画 室 は 発展 的 に 解消 し ます 。 


記 


[ハー ドウ ェ ア 研 究 開 発 統括 本 部 ] 

業務 の 移管 等 に より 、 ハ ー ド ウェ ア 企 画 室 を 発展 的 に 解消 し ます 。 

| 生産 統括 本 部 」 

物流 シス テム の 充実 ・ 強 化 を 図る た め 、 生 産 シ ステ ム 部 を 組織 強化 する と と も に 組織 名 称 を 生産 物流 シス 
テム 痢 に 改称 いた し ます 。 

[品質 保証 本 部 」 

AM と CS の 区 分 は EYEay に し 

これ 人生 本 発展 的 に 解消 し ます 。 
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[情報 シス テム 本 部 」 


社内 情報 シス テム の 強化 を 図る た め 、 


情報 シス テム 部 、 


情報 企画 室 の 組織 を 情報 シス テム 本 部 と し て 分 離 


独立 させ ます 。 本 部 長 は 家田 取締 役 が 、 副 本 部 長 は 井上 理事 が 務め られ ます 。 


[管理 本 部 ] 


経営 管理 機能 の 強化 を 図る た め 、 従 来 の 経理 本 部 と 関連 事業 本 部 を 統合 し 管理 本 部 を 設置 し ます 。 本 部 長 


は 内 藤 専務 が 、 


副本 部 長 は 家田 取締 役 が 務め られ ます 。 


管理 本 部 は 財務 部 、 経 理 部 、 関 係 会 社 管 理 部 、 企 画 管理 室 で 構成 され ます 。 


総務 本 部 」 


スタ ッ フ 機能 の 強化 の た め 従 来 の 管理 本 部 と 法務 部 を 統合 し 総務 本 部 を 設置 し ます 。 本 部 長 ( 


副本 部 長 は 川勝 理事 が 務め られ ます 。 


な お 、 人 事 教育 


部 は 人 事 部 に 


改称 いた 半生 。 プ と 


青山 理事 が 、 





@ ア ミュ ー ズ メン ト 機 器 統括 本 部 


< 海外 販売 事業 部 〉 
中 西 信夫 
緒方 正憲 
9 6 
氏 礎 、)、 楽 


し お 短 ma 


機内 延 近 


野村 善 英 


ON ク 事業 本 部 〉 
藤森 紋 壮 


田村 忠彦 


< 東日本 営業 事業 本 部 〉 
片桐 達 洗 


野村 吾 久 
和 オ 始 
平 本 仙 


く 西日本 営業 事業 本 部 
中 國 短 修 


アミ ュー スズ メン ト 機 器 統括 本 部 理事 


西日本 営業 事業 本 部 
関西 地区 部 長 代理 ( 副 参 事 ) 


欧米 販売 部 長 代 行 (主査 2 級 ) 
アジ ア 販 売 部 副 部 長 


管 理 部 長 


総合 レジ ャ ー 開 発 本 部 
店 舗 開発 部 副 参 事 


商品 部 商品 課長 代理 


サー ビス 品質 保証 部 長 
( 兼 ) 店 舗 運 営 課長 


業務 部 長 
( 琶 ) 業務 課長 
AM 施設 統括 本 部 レン タル 営業 部 長 
( 開 ) 商品 企画 課長 
東日本 営業 事業 本 部 
北海 道 地区 部 長 (参事 
( 兼 ) 札幌 支店 長 
( 兼 ) 商品 蘭 ケ 課長 
全 レ ジャ ー 開 発 本 部 
舗 開発 部 長 代行 ( 副 参事 ) 
兼 ) 開発 一 課長 
東北 地区 部 長 (参事 補 ) 
東京 地区 部 長 (参事 補 ) 


事業 部 開発 参事 補 





_ 丁半 


統括 部 長 (参事 ) 


新 


理事 海外 販売 売 事業 部 長 
( 兼 ) 海外 オペ レー ショ ン 部 長 


海外 オペ レー ショ ン 部 副 参 事 


欧米 販売 部 長 代行 (主査 1 級 ) 
アジ ア 販 売 部 副 参 事 


北海 道 地 区 部 長 ( 副 参 事 ) 
( 兼 ) 札幌 支店 長 
( 兼 ) 商品 セン ター 課長 
東北 地区 部 長 (参事 ) 
東京 地区 部 長 (参事 ) 


開発 部 長 代理 


関西 地区 部 長 (参事 ) 
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旧 新 





西 寛 統括 部 長 (参事 ) 九州 第 一 地区 部 長 (参事 ) 
( 兼 ) 九州 第 一 地区 部 長 ( 兼 ) 九州 支店 長 
( 兼 ) 博多 支店 長 
右田 急 H・E 事 業 部 参事 開発 部 長 
@ 国 内 コン シュ ー マ 統 括 本 部 [ 
株 連 顧問 国内 コン シュ ー マ 事 業 本 部 長 顧問 国内 コン シュ ー マ 統 括 本 部 長 (役員 待 過 ) 
(役員 待遇 ) ( 兼 ) CS マー ケティング 本 部 長 
( 兼 ) 国内 戦略 企画 室長 
許田 周一 TOY・ 映 像 事業 部 且 選 プロ ダク トマ ネー ジャ ー グ ルー プ 
TO Y 国 内 販売 部 長 代行 (主査 ) 部 長 代行 (主査) 
( 兼 ) TO Y 国 内 販売 課長 
横 関 謙治 TO Y・ 映 像 事業 部 TOY 企 画 開発 部 長 代 理 TOY プ ロダ クト マネ ー ジ ャ ー グ ルー プ 部 長 
( 兼 ) 第 一 企画 開発 課長 
多 不 覧 暁 H・E 事業 部 マー ケティング 部 長 代理 調査 部 長 代理 
<〈 〇 営業 本 部 > 
化 房 隆 H・E 事 業 部 営業 推進 部 長 代 行 ( 副 参 事 ) 営業 部 長 代行 ( 副 参 事 ) 


( 兼 ) 東京 営業 三 課長 
念 海外 コン シュ ー マ 統 括 本 部 





臼井 興亡 コン シュ ー マ 統 括 本 部 戦略 企画 室 主査 海外 戦略 企画 室長 代行 (主査 ) 
古屋 輝彦 海外 コン シュ ー マ 事 業 本 部 参事 海外 コン シュ ー マ 統 括 本 部 参事 
(ドイ ツ 駐 在 ) 
平田 和 昭 海外 管理 部 長 代 行 ( 副 参事 ) 海外 コン シュ ー マ 統 括 本 部 副 参事 
兼 ) 計数 管理 課長 
( 兼 ) ロイ ヤル ティ 管理 課長 
山元 雅信 0 SOA 営 業 推進 部 長 
( 兼 ) 営業 二 課 長 
伊藤 伸二 欧州 事業 部 受注 管理 課長 代理 S 0E ノ S 0Z 党 業 推 進 部 長 代行 (名 
川本 晴 幸 アジ ア 営 業 部 長 営業 部 長 
清水 康男 海外 業務 部 長 代行 ( 副 参 事 ) 管理 部 長 代 行 ( 副 参事 ) 
人 @ コ ン シ ュ ー マ 研 究 開発 統括 本 部 
吉岡 伴 明 理事 CS 商品 企画 室長 理事 CS ハー ド 商 品 企画 室長 
< コン シュ ー マ 製 品 設計 本 部 ? 
三浦 克彦 コン シュ ー マ 製 品 設計 本 部 長 代行 (参事 ) 理事 コン シュ ー マ 製品 設計 本 部 長 
( 兼 ) CS ハー ド 商 品 企画 室 理事 
水 永 鈴 敏 第 一 設計 部 長 代行 ( 副 参事 ) 第 一 設計 部 長 代行 ( 副 参事 ) 
( 秋 ) 安全 設計 課長 
模 修 第 二 設計 部 長 代行 ( 副 参 事 ) 第 二 設計 部 長 代理 
( 兼 ) 商品 企画 課長 ( 兼 ) 開発 課長 
AA は 3 本 部 > 
海外 コン シュ ー マ 事 業 本 部 理事 CS ソフ ト 研 究 開発 本 部 理事 
田口 成 光 C S R&D 本 部 室 副 参 事 セガ ・ ク リエ イ テ ィ ブ ・ セ ンタ ー 


S CC チー フ コ ー デ イィ ネー ター ( 副 参事 ) 
( 兼 ) S CC 企画 制作 室長 


石井 洋 児 第 一 コン シュ ー マ 研 究 開発 部 長 理事 補 第 一 ヾ 研究 開発 部 長 
( 朱 ) チチ 入 の うーー ザ サザ 
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水田 


蜂 遇 元 茂 


山田 


事業 開発 室 
田 隆之 


隆 


ュー スメント 研究 開発 統括 本 部 
ー ズ メン ト ソ フト 研究 開発 本 部 ) 


委 
島 
7 

名 越 俊 必 


小口 久雄 


膝 乗 勝 
@ ハ ー ド ウェ ア 人 研究 開 発 統括 本 部 
金成 買 


2 に 


具 
濱田 和彦 
@ 生 産 統括 林 部 
志水 参 連邦 
小糸 康之 


〈 く コン シュ ー マ 生 産 本 部 > 
渡辺 登 


: 舞 
第 一 コン シュ ー マ 研 究 開 発 部 
ソフ トチ ー フ ( 副 参事 ) 


第 三 コ ン シ ュ ー マ て 研究 開発 部 長 代理 
失い が ロロ デュ ー サ ュ 


第 一 コン シュ ー マ 人 研究 開発 部 副 参 事 


第 一 コン シュ ー マ 人 研究 開発 部 企画 ナー フ (主査 ) 


本 ) 二 ロ デ ま メー サー 


第 ご コン シュ ー < 研究 開発 部 長 代行 ( 副 参 事 ) 
ト 芋 た は 過 み サー 


デザ イン ・ サ ウン ド 企 画 推進 グル ー プ 
アー ト プ ロ デュ ー サ ー (一 参事 ) 





第 --AM 人 研究 開発 部 副 部 長 
( 兼 ) ソフ ト 開 発 二 課 長 


第 -- コ ン シ ュ ー マ 人 研究 開発 部 主査 


R PG 制 作 部 長 代行 ( 副 参事 ) 
(に なー 
( 兼 ) ディ レク ター 

R PG 制 作 部 ディ レク ター ( 王 査 ) 


デジ タル メデ ィ ア 制作 部 長 代行 ( 副 参事 ) 





第 AM 人 研究 開発 部 デザ イン 開発 課長 


理事 科 第 三 AM 研究 開発 部 長 
( 番 ) 業務 管理 課長 


第 三 AM 人 研 究 開発 部 副 参 事 
CS ソフ ト 人 研究 開発 本 部 


CS R&D 本 部 室 理事 補 


CS ハー ドウ ェ ア 研 究 開発 部 副 部 長 
( 兼 ) シス テム 開発 三 課長 


管理 本 部 付 参事 
ATP エ ンジ リア ニン グ 都 長 代理 





HE 生産 部 長 代行 ( 副 参事 ) 
( 兼 ) ソフ ト 生 産 課長 


新 


ーC S 研 究 開発 部 技術 部 長 (参事 補 ) 


、() 和 条 時 。 


第 二 C S 研 究 開発 部 長 代理 
( 坪 ) プロ アデュー サー 


第 二 C S 研 究 開発 部 技術 部 長 (参事 補 ) 
( 兼 ) 技術 チー フ 


第 二 C S 人 研究 開発 部 制作 チー フ ( 副 参事 ) 
第 三 CS 人 研究 開発 部 長 代行 ( 副 参 事 ) 
) . プ ロ デ ュ ィ ュー サー 
三 CS 人 研究 開発 部 
で 衣 季 提 行 人 
( 表 ) ザイ ルッ チェ ブフ 
第 四 C S 人 研究 開発 部 長 代行 ( 副 参 事 ) 
夫 ) プロ デュ ー サ ー 


科 
( 兼 ) 制作 チー フ 


第 刻 CS 人 研究 開発 部 長 代行 (主査 ) 
和 N の rem 


SCC・RPG 制 作 部 長 代行 ( 副 参 事 ) 
(数 ) プロ ビザ 
関西 CS・RD 室 長 代行 (主査 ) 


ディ ジタル メデ ィ ア 制作 部 長 代行 ( 副 参事 ) 
( 兼 ) 映像 企画 開発 課長 


国内 渉外 部 長 


マル チ メ デ ィ ア 推進 室 参事 補 


第 AM 人 研究 開発 部 副 部 長 
( 逆 ) デザ イン 開発 課長 


理事 補 第 三 AM 研究 開発 部 長 
) プロ デュ ー サ ー 室 長 
( 義 ) ディ レク ター 室長 
( 兼 ) 業務 管理 課長 


第 三 AM 研究 開発 部 
テク ニカ ル マ ネ ー ジ ャ ー ( 副 参事 ) 


ハー ドウ ェ ア 人 研究 開発 統括 本 部 理事 補 


CS ハー ドウ ェ ア 人 研究 開発 部 副 部 長 
( 兼 ) シス テム 開発 二 課 長 


生産 統括 本 部 参事 
TP エン ジリ アニ ング 部 長 


コン シュ ー マ 生 産 本 部 副 参事 
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旧 新 
宮崎 雅幸 CS 生産 計画 部 参事 補 CS 生産 計 画 部 長 代理 
( 兼 ) 技術 課長 
三戸 森 行雄 HE 生産 部 副 部 長 代 行 (主査 ) HE 生産 部 長 代行 ( 副 参事 ) 
( 聞 ) 海外 ハー ド 生 産 課長 
横山 邦雄 “ TO Y 生 産 部 長 TO Y 設 計 生 産 部 長 
下 居 TO Y ・ 映 像 事業 部 朗 計 生産 部 副 部 長 代行 (主査 ) 
0 TO Y 企 画 開発 部 企画 管理 課長 代理 、 ( 未 ) 第 一 役 計 技 術 課長 代理 
< 資材 本 部 
北澤 芳 博 生産 統括 本 部 付 副 参事 資材 本 部 副 参事 
字 津 木 守 吉 _ 第 一 購買 部 長 代理 第 一 購買 部 長 代 理 
( 兼 ) CS 計画 課 長 ( 兼 ) 計画 課長 
La ( 兼 ) AM 計画 課長 
市 原 正 征 生産 管理 本 部 長 代行 (参事 ) 理事 補 生産 管理 本 部 長 
( 琶 ) 生産 シス テム 部 長 
森 和美 商品 セン ター 部 長 生産 管理 本 部 参事 
岩崎 治 泰 商品 セン ター 物流 管理 課長 商品 セン ター 部 長 代行 (主査 
( 兼 ) 物流 管理 課長 
下 垣 、 重 “ 生産 シス テム 部 CS シス テム PT 副 参事 生産 物流 シス テム 部 長 代行 ( 副 参事 ) 
<AM サ ービス 本 部 > 
飯島 健郎 補修 セン ター 部 長 代行 ( 副 参 事 ) ンー MC 
情報 シ ステ ム 本 部 に 
井上 淳 経理 本 部 付 理事 理事 副本 部 長 
竹内 理 秀 経理 本 部 情報 企画 室長 代行 (主査 ) 情報 企画 室長 代行 ( 副 参 事 ) 
@ 管 理 林 部 
辻 胃 経理 本 部 管理 部 長 理事 補 企画 管理 室長 
山田 克 博 関連 事業 本 部 国際 部 副 部 長 関係 会 社 管理 部 副 部 長 
@ 放 務 林 部 
表 山 幸雄 CS ソフ ト 研 究 開発 本 部 理事 総務 本 部 長 
理事 CSR&D 本 部 室長 
川勝 良昭 総合 レジ ャ ー 開 発 本 部 理事 理事 副本 部 長 
アミ ュー ズ メ ント テー マ パ ー ク 事業 部 長 ( 兼 ) 総務 部 長 
( 兼 ) 運営 部 長 
花田 正人 管理 本 部 総務 部 長 総務 本 部 参事 
高橋 宣治 管理 本 部 付 参事 人 事 部 長 
林 全 亭 管理 本 部 人 事 教育 部 副 部 長 人 事 部 副 参事 
@ 品 質 保証 本 部 
園田 眞 夫 理事 補 副本 部 長 理事 補 副本 部 長 
( 兼 ) 品質 保証 セン ター 部 長 (和義 ) CS 品質 保証 部 長 
篠原 政美 品質 保証 セン ター 副 部 長 CS 品質 保証 部 参事 補 
( 開 ) HE サー ビス 技術 課長 ( 表 ) HE フィ ー ル ドサ ポー ト 課長 
小川 。 修 本 M 品 質 保 証 部 長 
@ 祉 胡 補 2 
国広 清隆 社長 室 参事 補 社長 室 


参事 補 
( 兼 ) 秘書 室長 代理 





mm ーー ドー ニテ ュー に ドー で Y い ンー 
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中 山 社長 藍 緩 介 章 を 受章 


中 山 社 長 


ー 
[ 
本 


所 QG で 
け 友 〈⑱10C 
叫 叶 紀 ン S 
で 癌 史 り 
で 窒 日 じ 骨 
蘭 時 へ 団 了 駅 
帆 導 新 々 
時 中 ヶ て 回 
画 て へ 人 ① 
TAK まこ 
時 倫 べ K10 
yard 信司 
攻 は ロ / マ 
し 理 古 
9 / ド 、 。 
栄 許し 
まう うえ 品 つっ 
ゴ ピ レー 
世 で 妃 由 
尽 ~ 


4 月 29 日 付 で 、 平 成 6 年 春の 褒章 受章 者 が 発 


表 さ れ ま し た が 、 中 山 社 長 が ( 社 ) 日 本 ア 
ュー ズ メ ント マシ ン 工 業 協会 の 会 長 と し て の 


お 立場 で 藍 緩 褒章 を 受章 され まし た 。 


2 
ls】 
ms 


ご 活躍 され 貢献 の あっ た 人 に 贈ら れる も の で す 。 
・ 芸術 分 野 で 
多大 の 功績 の あっ た 人 に 贈る 紫 緩 褒章 の 受章 者 し 、 業 界 全 体 の 発展 の た め に ア 


mm 


年 の 春の 受章 は 819 人 で 、 こ の うち 、 こ の て きた 功績 が 高く 


へ 
プ 
道 一 筋 ! 


環 由 
ハレ 
XSG 
F く H Hp 
| 刀 
H NO で 
77/ 上 

人 S 

穫 1 


と くに ここ 数 年 の 、 当 社 の 女 成 長 と も 平行 


び 」 と する た め の ご 尽力 が 


藍 緩 窒 草 は 、 産 業界 に お いて 、 そ の 産業 あり ます 。 


の 育成 発展 の た め 、 ま た 、 公 衆 の 利益 の た め ! 


長年 【 


、 社長 が お 受け に な っ た 藍 級 喪 章 の 受章 を 広く 、 多 く の 人 た ち に 親しま れる 健全 な 「 遊 


mH 
才 - 
ス 要 8 
も ー 
8 28 
誠 5 
\ 
8 
に 
駒 G べ / 
菩 村 5 ゼ 
畠 選 尽 押 


旦 居 に お 


も っ 


社員 一 同 、 心 か ら お 祝い 申し 上 げ ま す 。 


5 月 12 日 、 伝 達 式 が 行わ れ 、13 日 ! 
いて 行わ れ た 拝 調 式 に 臨 ま れ ま し た 。 


し 


こわ た っ て 多大 の 貢献 が あっ た 人 に 授与 さ 


この 
れる も の で す 。 


と 幼 忠 頑 多 
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0 く ENGHS 


ペー」 刀 半 江 じ ポー へ Q く 


jpNAJT 遂 <" 尽く / = 
まく 」 くい 一 3 や へ 麻 


ペーS ie ペーS」 < 
半 由 つべ N だ こり M* 


の コーN 和 KANKG 侍 再 人 


べ ・ つ ーK〈3 記 2 堂 朋 つ 
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AIV つ RT 「 詳 S 提 : 
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思 性 ト グ ゲロ ーK ヘー 


* ハハ ロ 肖 玲 く KKUR 


SG で 時 っ ) で DS 
2A3S 人 S| ” 仙 幼 ぐ 勧 器 愉 世 
ン ュ っ J)。 明 で 下條 り 災 杜 
由 公 と や" 

よー ベ 甘 K キ G や 守 ・ 朋 
へ ネート 心 で 人 K (性 誠 ・ 
下田 較 ) 志 虹 ” 凌 囚 GS 北 4 
晶 肛 史 区 KG 尼 球 4K じ "| 菩 
叶 の 中 全 届 KMES 総 飲 レ ろ 
0 

作 環 と 時 つ 人 S*@ 「 宮 市 
トト / ローK 返 和 ハ と て も へ 
ペー」 SA 天 し ポート へ 本 
NO2JU | 量 っ LA 人 だ 
っ こ ] この トー マヤ ヘス ヘー 
| の マス ペー ム ] 遇 リ 
R 得 くし 各 選 7 

公介 一 へ 守 SNKG 舞 
ベベ ・ ニ ユーK<⑯ だ り 福 覆 つ や 
公 | 琴 唱 豆 で 328 ズ マセ 3 避 


最 先端 の | 遊び | を 追求 


せ ゴ 盟 状 ペ 


水 税 人 る *@ | 人 ヘー ベ 著 
り 胃 いひ 生 誠 半 "に 6 べ 人 
mm%Q 期 玉手 く を 重 ぐ < 
方 団 紋 痢 つ 玉 " 

人 ーー ニー で さ 
剛 珠 線 し りり <K 対 称 
K ン つ 選 人 悪 宗 箇 
凌 弓 選 交 や 家 肛 で 祥 怒 
和裕 め 届 。 面 矢 唄 す つり 牌 
3 くり 
ペペ 近 | 嘱 義 S※ つ 
こ 抱 る 工人 る おく | 7 
。 リュ ニー トー トー 
中 NG と 改 で か ホー て 
2J 細 て ぐー 用 り 
弟 選 才 つ し % 羽 ? 

Q 叶 福 接 ′ 志 記 % < 
HH ン つ お | | 団 全 | 
交 爺 で レス 6 人 8 選 必 
っ” つ 慰 の つう 朋 りや 
( 明 電 震 定 さ 忠 還 宮 字 ) 
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0 4 
ーー. ッ ン WHAT'"S 
3 ATP? 

け ボ ポ す に の フ 本 常 予 す 日 え 
る 一 と ? 互 誕 ` 部 務 想 "か た 4 
ス は は い 生 関 の 率 を 入ら セ 月 VOL . 
タ A い の と 係 現 い 大 場 大 ガ 14 
ト F み 力 時 一 生葉 立 下 に 
ポ 全 よ を 点 同 - 々 上 ・ が ルオ 本 し N 
イ 国 ら 讃 で 一 信 A 回 売 続 ボ | 
ン 展 え の ガ 部 征 り 上 い ー プ 
ト 開 m で 大 ルス P いい モ で せみ 「 
0 い 成 ボ 夕 裏 氷 も い ` を N NN ペ 
し お ル ま 功 一 ツ 業 井 に ま 初 迎 NM ! N。 
ん る 條 れ リピ すず すべる 以 店 間 せ が / いい 
で で えま 本 気 く テ 隆 ジ と 点 ガ な 
くす で せ 誌 合 `|」 着 ヨ た を ル い 
だ が きん 面 い スマ 々 イマ 上 厳 ボ の 
さ ご な が で が タバ と ポ や し ーー か 
い 今 い は 入 ツ | 計 リ 棋 く で も 
回 の 且 全 つ フ ク 画 ス 浜 受 の し 
の は 力 部 て 一 達 が 一 呈 け 成 れ 
特 非 ラ 紹 い 同 に 進 を 」 止 功 ま 
集 常 | 介 ま ま 生 ん 始 呈 め 点 せ 
楽に で し すす か で め ト 1・ ん 
し 残 お き "ます いい 町 号 失 に 必 打 人 欠 





[WHATS ATP ? 連載 6 回目 に し て 、 
つい に オー プン を 向かえ を る こと に な り ま 
し た 。 今回 は オー プン 記念 大 特集 で す 。 


文 巡 文 パ ー ク 利用 の ご 案内 文 交 


営業 時 間 10:00-23:00 


一 入場 料金 大 人 300 円 (15 歳 以上 ) 

小 人 200 円 (4 歳 一 14 歳 ノ 3 歳 以下 無料 ) 
※ 入 場 チ ケッ ト が な いと 、 入 場 で き な い シス テム に な っ て いま す 。 
社員 証 の 提示 な ど で は 一 切 入場 は で きま せん の で 、 ご 注意 くだ さい 。 
圏 料 金 と 利用 券 種 
< ゴー スト ハン ター ズ 
カー ニ バ ル ゾ ー ン 
メリ ー ゴ ー ラ ンド 






アト ラク ショ ン 券 600 円 
専用 カーニバル ゲー ムコ イン 











上 記 以 外 の 施設 は 、 現 金 に て ご 利用 で きま す 。 
(セガ 「 ガ ル ボ 」 内 で の お 願い ) 

⑱ バ ー ク 内 へ の 飲食 物 の 持ち 込み は ご 遠慮 くだ さい 。 

@⑯ 大 や 猫 な ど ペ ベッ ド 提 き そん 画 お 問い 
人 @ 小 学生 以下 の お 子 様 は 保護 者 の 同伴 が 必要 で す 。 1 

@ 他 の お 客 様 の 迷惑 と な る お それ の ある 方 は 、 入 場 を お 断り する こと が あり ます 。 大 阪 市 住之江 区 南港 北 2 丁目 ATC (アジ ア 太 平 洋 ト レー ド セ ン ター) 「O'S (オズ ) 」 4 ・5 階 
⑱ バ パー ク 内 で の 喫煙 は 指定 され た 場所 で お 願い し ます 。 セガ 「 ガ ル ボ | TEL06 一 615 一 5363 (代表 ) 
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坊 ブ チー プン 夏 前 SEGAS 有 OP (物販 店 ) 前 で の 
永井 常務 、 困 玉 故 綴 


文 同 じ く オー プン 門 朋 の スタ ッ フ 
(者 ゾ ー ン それ ぞ れ ユニ フォ ー ム が 培う!) 





文人 場 ゲ ー ト (入場 者 数 の 管理 も バッ チリ / 


広 チ ナー プン 止 後 の アー ケー ド が ゾー ン や メダ ル 
ゾー ン に も お 客 様 が を た くさん! 
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ここ で し か が 買え な い オ リ ジ ナ 
ル グ ッ ズ は 、 在庫 が な く な る 
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いか が で し た か ? 次 号 は 新山 下 | ジョ イ ポ リス | 直前 特集 &ATP 2 号 店 
出店 決定 に つい て お 届け し ます 。 お 楽し み に 。 (ATP 事 業 本 部 ) 
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KICSEE: さ か の 


駒 憶 ビ 芋 


社会 人 と し て の 、 初 め て の 縁 が 、 今 日 の 出会い で も 
ある 。 

人 生 の 中 で 、 出 会 いか ら 学 ぶ こ と が 多い 。 私 も 出 会 
ke を ed 居 者 (に も で MM まい 者 会 い を 大 切 に し そ ほ し 
い 、 出 会 い の 中 に 意義 を どう 感じ る か が 肝要 で ある 。 


時 代 は 、 マ ル チ メ ディ ア へ と 確実 に 働い て いる 。 セ 
ガ は 、 そ の 時 代 の 流れ を 読み 取り 、 そ の ライ フス タイ 
ル の 変化 に 対応 すべ く 事 業 の 展開 を 図っ て いる 。 

新しい 社員 の みな さん に は 、 国 際 社 会 で も 通用 する 
人 材 と し て 育っ て いた だ きた い 。 その た め に は 、 英 語 
くら い 話 せる よう に 区 力 し て 欲し い 。 一 方 、 時 代 の 変 
化 に つい て いく た め に は 、 テ クノ ロジ ー へ の 理解 を 深 
め る こと も 大 切 で ある 。 

次 の 成長 ステ ー ジ に 向け て 可能 性 の 高い 会 社 を 選ん 
と みな さん 方 に 、 そ の 実現 の た め に チャ レン ジ し て 人 
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工場 
今年 も 新入 社員 を 対象 と し た 工場 研修 が 、 佐 倉 ・ 矢 品 
の 両 事業 所 で 行わ れ ま し た 。 期 間 は 、4 月 4 日 か ら 5 月 


20 日 に か け て 、 1 グル ー プ 40 人 前 後 を 両 事業 所 に 割り ふ 
り 、 1 週間 単位 で 5 回 に 分 け て 実施 きれ まし た 。 





研修 の 短い 期間 と は いっ て も 、 市場 に 出荷 され る 本 物 
の SEGA の 製品 を 作る の で すか ら 、 ミ ス は 許さ れ ま せ 
ん 。 初 日 は 、 実 習 に 不可 欠 な 工具 の 取り 扱い や ネジ の 種 
類 に つい て 、 ま た 製品 の 発注 か ら 完 成 ま で の 流れ や 品質 
管理 の 手法 な ど に つい て も 、 し っ か り と 講習 が あり まし 
こ 。 2 日 目 か ら は 、 い よい よ 実 際 に ライ ン に 入っ て 実習 
で す 。 佐倉 ・ 矢 口 事業 所 で は AM 機器 の 生産 を 行っ て い 
る の で す が 、 普 府 基 た ち が ア ミュ ー ス メン ド 導 識 な ど で 
よく 見 か け て いる ゲー ム 機 は こん な ふう に 作ら れ て いる 
ん だ な と いう こと が 実感 (体感 ?) で きる の が この 時 で 
す 。 意外と 手 作 業 で こぢんまり と 作っ て いる の で 驚か れ 
る か も 知れ ませ ん 。 で も 、 目 分 の 手 で その 一 部 を 作っ て 
いる か も 知れ な い ゲ ー ム 機 を 、 後 日 店 頭 で 見 か けた りす 
る と 、 愛 着 の よう な 妙 な 感情 も 生ま れ て くる ん で す よ 。 
新入 社員 の な か に は 、 直 接 AM 機 器 と 関わ り の な い 業 
務 を 担当 され る 方 も た くさ ん いら っ し ゃ いま す が 、 空 気 
の 良い (この 時 期 は 、 近 く の 畑 か ら 肥 料 の 香ばし い 臭 い 
が 風 に の っ て くる こと も ある の で す ) 佐倉 や 矢口 で 1 週 
間 過 ご し た こと は 、 き っ と 印象 深い 思い 出 と な る こと で 
じじ まね 


実際 に 市 場 に 出荷 
され る 製品 を 使っ 
て の 、 ド キ ド キ の 
実習 





今年 の 新入 社員 研修 は 3 月 27 日 か ら 29 日 (大 卒 ・ 専 門 
京 ・ 高 専卒 ) と 4 月 1 日 か ら 2 日 (高卒 ) の 2 回 に 分 け 
て 竣工 間 も な い 本 社 1 号館 で 実施 し まし た 。 

会 場 だ け で な く 内 容 面 も 今年 は 大 幅 な 変更 を 行い ま し 
た 。 役員 講 話 で は 藤本 副 社 長 、 中 村 常 務 に よる 訓 話 に 加 
え 、 今 年 は セガ の 各 事 業 内 容 に つい て 担当 役員 の 方 々 よ 


りお 話 を いな だ く こ と が で きま じ た だ た で の 和 必 、 | ロビ ジホ 
スマ ナー 講習 は ロー ルプ レイ を 重視 し た 実践 的 な も の 
と し 、 ま た 大 卒 ・ 専 門 卒 ・ 高 専 李 の 研修 で は 受講 生 が 会 
社 を 棋 し た グル ー プ に 分 か れ て 、 企 業 人 と し て の 基本 行 
動 を 体験 的 に 学習 する 「 仕 事 シ ミュ レー ショ ン 」| や 、 す 
で に セガ で 活躍 し て いる 先輩 社員 と 懇談 を する 「 先 輩 社 
員 を 囲ん で | を 上 記 研 修 に 加え て 行い まし た 。 

昨年 に 比べ 、 限 られ た 期間 で の 研修 で は あり まし た 
が 、 受 講 生 は 多く の 事柄 を 学び 取っ た こと で あろ うと 思 
いま (ます 。 





体験 学習 [仕事 シ ミュ レー ショ ン | 
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[模造 品 の 撲滅 ] は 、 セ ガ 1 社 に と ど ま ら ず 、 ビ デオ 
ゲー ム 業 界 に お ける 重要 課題 の - つ で す 。 わ が 社 の メガ ド 
ライ ブ に 関し て は 、 一 般 に 考え られ て いる より も 大 量 に 模 
造 品 が 出回っ て お り 、 と くに 発展 途上 国 に お いて は 、 そ れ 
ぞ れ 市 場 の 40-90% を 侵食 し て いる 有 様 で す 。 

中 で も 、 台 湾 の 模造 品 メ ー カ ー、 大 雅 (DAR 
YAR) 電子 有限 公司 、 慶 威 (KING WAY) 電子 
有限 公司 の 2 社 は 、 メガドラ イブ 模造 品 の 
年 間 生産 量 20 万 人 台 を 豪語 する 、 模 造 業界 
の 中 で も 最大 手 の 企業 で す 。 ア ジア 地域 
に お いて 、 わ が 社 が 現在 まで に 出荷 し 
て きた オリ ジ ナ ル 製 品 の 累計 が 約 80 万 
台 と 聞け ば 、 こ の 2 社 が 、 わ が 社 に ど 
れ だ け の 損害 を 与え て きた か は 想像 に 
難く あり ませ ん 。 

そこ で われ われ 法務 部 は 、 こ の 2 社 
の 模造 行為 に 対応 する た め 、 過 去 約 1 年 
に わた っ て 内 偵 を 続け て きま し た が 、 よ う 
や く 決 定 的 証拠 を 入手 し 、 こ の 3 月 、 海 外 CS 
アジ ア 営 業 部 か ら 3 名 の 協力 を 得 て 、 計 7 名 で 現 
地 に 向かい まし た 。 目指 す は 台湾 、 香 港 、 お よび 中 国 本 土 
に ある DAR YAR 社 お よび KING WAY 社 の 本 社 、 事 務 所 、 お 
よび 下請 け 工 場 で す 。 わ れ わ れ は 、 台湾 班 4 名 (法務 部 久 
山 部 長 、 宮 川 、 ア ジア 営業 部 川本 部 長 、 宮 崎 ) 、 香 港 班 1 
名 (法務 部 名 越 主査 ) 、 中 国 班 3 名 (法務 部 西倉 相談 役 、 
大 辻 、 ア ジア 営業 部 柏 瀬 課長 ) に 分 か れ 、 現 地 弁 護 士 や 裁 
判 所 係員 、 行 政官 に それ ぞ れ 同行 し 、 各 現場 で 模造 品 の 押 
収 に 参加 し まし た 。 3 月 17 日 の 
全面 的 執行 を 前 に し て 、 台 
DAR YAR 本 社 だ けが 1 日 早い 16 
日 の 執行 に な っ て し まい 、「 情 
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裁判 所 に よる 差押 さえ 張り 紙 
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報 が 他 の 事務 所 や 工場 に 漏洩 し 、 
証拠 を 隠蔽 され る の で は 」 と いう 
懸念 も あり まし た が 、 結 果 は メガ 
ドラ イブ 完成 品 計 約 2.000 台 、 
装 箱 計 約 1.500 箱 、 基 盤 計 約 700 
枚 、 プ ラス チッ ク ケ ゲー ス 計 
約 2.500 組 、 [SEGA」 
お よび [MEGA 
DRIVE」 等 の ス 
テッ カー 計 約 
他 大 小さ ま ざ ま な 部 品類 多数 の ほか 、 
模造 品 取引 関係 の 書類 や 顧客 名 簿 等 の 
差押 え が 行 われ まし た 。 さ ら に 、DAR 
YAR 社 お よび KING WAY 社 に 対し て 、 
セカ 模造 品 の 製造 、 販 売 、 広 告 等 を 禁 
止 す る 仮処分 命令 が 下さ れる な ど 、 今 回 
の 2 社 に 対す る 強制 執行 けい 、 ま さ に 大 成功 
と いっ て も 過言 で な い 成 果 を 収め まし た 。 
模造 品 の 問題 は 、 そ れ を 売っ た り 買 っ た りす 
る 人 間 の 、 知 的 財産 権 に 対す る 認識 不足 に その 端 を 発し ま 
す 。 著作 権 や 、 商 標 権 、 意 匠 権 、 実 用 新案 権 、 特 許 権 な ど 
は 、 紙 幣 や 宝石 の よう に 目 に 見 える も の で は あり ませ ん 。 
し か し 、 そ れ ら と 同等 ・ 同 価値 の 財産 で あり 、 そ の 財産 を 
侵害 する 模造 は 、 重 大 な 不法 行為 、 犯 罪 な の で す 。 
模造 業者 か ら 市 場 を 取り 戻せ ば 、 そ れ だ け わ が 社 の 収益 
に つなが り ま す が 、 よ り 重 要 な の は 、 模 造 業 者 を 決し て 許 
さ な い と いう 姿勢 を も っ て 、 そ うし た 無形 の 財産 に 対す る 
正しい 認識 を 広く 高め て いく こと に あり ます 。 
われ われ 法務 部 は 、 セ ガ の 縁 の 下 を 支え る 一 柱 た る べく 
努力 し て まい り ま す の で 、 皆 様 の ご 支援 、 ご 協力 を 今後 と 
も お 願い いた し ます 。 
(法務 部 大 辻 寛 人 ・ 宮 川 憲 二 ) 
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人 る 格 者 の 皆さん ( 衝 称 略 ) 
た か ら 大 脇 秀隆 (ハー ドウ ェ ア 技 術 管理 部 
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上 員 に ン た 應 いま は す 物 時 
の や 旭屋 まで MS 9 O 衝 社 
Ei か も CI で は ころ や キ の 
隊 し ら 参 未 M 介 い ず が 人 角 放 -- 
知 て マ 加 内 う 想 いろ に 造 手 創 
的 く 1! で し か 法 か な は の た 造 発 
敵 2 に 、 ント ら 、 ま 。 守 生 汗 前 二 に 林 ウ は 相 
産 さ イ ま すこ 系 す 造 造 生 ん 生 宮 
権 い ! す * こ 続 れ が 性 示 と 含 法 
癌 の NG 人 0 還 きき を る し に た 時 
- お 法 オ の 守っ る 信 ぬ 衣 間 て を 哲 
寺 問 則 1 護 奈 て 造れ な む な い 掲 学則 
地 い . 素 庁 馬 生か が e 上 る ま げ へ は 
ーー 信 で ボ は 県 記 起 ぃ 壌 侍 す る ひ O 左 
まわ 楽 - 大 で 機 ご ょ が 所 * セ まま 
ゃ せ し ン 加 実 会 せ す あぁ りら 発 ガ ユ 休 
S は く の 緒 施 は る ゎ り 原 明 は せ 
(連続 4 日 夜間 ) な ずつ 本 本 9 量 ま 上 
CN K 拓 0 が で 。 桂 キー マン 
|20 名 | 6 月 8 (の) 7 月 1 日 ( 信 86 失 5SeMM、 つ に 内 で て きか 
0 よ の な に 0 
|20 名 7 月 2 (0 で 7 月 (人 9 雪上 の 69 各 つ っ 前 ぅ 
地 泊 の 時 は に 月 いら 7 
食 改善 』ZO 9 月 6 炎 ) 更 1 二 2 3 だ 
環 
特許 第 1807136 号 


| 

| ビデ オケ ー ム 機 に お ける 人 情報 方 

| ( 特 公平 5 一 14599 号 、 昭 和 58 年 7 月 26 日 出願 ) 

これ は 、 世界 初 の ビデ オデ ィ ス ク 搭 載 業務 用 ゲー ム 機 で あ 

| る アス トロ ン ベ ル ト の 開発 の 際 に 発明 され た も の で 、 ビ デオ 

| ディ スク か ら の 背景 シー ン と 、 遊 戯 者 の 操作 に よる CG 画 像 

| と を 合成 する 情報 処理 方 法 に 関す る も の で す 。 

| 当時 は 業務 用 分 野 で レー ザー ディ スク ゲー ム と し て 開発 さ 
れ ま し た が 、 現 在 で は 家庭 用 テレ ビ ゲ ー ム に お いて CD ゲー 

| ^ が 普及 し て お り 、 注 目 さ れる 赤 マ ル 発明 と な っ て いま す 。 
発明 者 吉井 正晴 (CS ソフ ト 研 究 開発 本 部 開発 業務 部 
参事 ・SOA 出 向 ) 


@ ば っ と ぺん ど (PAT. PEND.) は PATENT PENDING (特許 出願 中 ) の 略 で す 。 
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1” TK イィ 斗 明 " 財 空 財 幅 ぐ く G 示 世 
1′ コマ ン 迫 峰 じ 性 | 


ー 〇 の 三 ロ いい の の 氏 の ロー の の 志 持 是 一 


(94 年 3 月 26 日 CSK 情 報 教 育 セ ンタ ー) 


(94 年 4 月 1 日 CSK 





亜土 電子 VZWS 一 ーーーーー 一 


ー 
開発 部 門 を 中 心 に 社内 で の パソ コン 導入 を 積極 的 に 推進 し て きた 結果 、 | 
| か な り の 台数 の パソ コン を 社内 で 見 か ける よう に な り ま し た 。 パ ソコ ン 大 
流行 り の 時 代 で すか ら 、 社 員 の 皆さん 一 人 ひと り が 手元 に 置い て 使い こ な 
| す よ うに な っ て いた だ きた いと か ね が ね 考え て いた と ころ 、 先 頃 、 当 社 の | 
グル ー プ 会 社 で ある 吾 土 電子 か ら 、 社 員 向 け の 特別 販売 の 申し 入れ が あり 
まし た 。 3 種類 の メー カー 製品 か ら 好み に 応じ て 選べ る と いう こと な の 
| で 、 こ の 機会 に 社員 の 皆さん が 自分 専用 の パソ コン を 購入 され た いと 思う | 
方 に 、 お 薦め し た いと 思い ます 。 
| 機種 、 価 格 等 に つい て は 下記 の 案内 を 参照 し て くだ さい 。 | 






きち に 、 下 Pー220 
徹底 活用 ブッ ク 
(定価 \2,500) 
を プレ ゼン ト ! 






人 
圏 IBM Think Pad 220 







遂 小型 ・A5 フ ァイル サイ ズ 
赴 軽 量 1kg 
定価 \248.000 (税別 ) 


| 
セガ 社員 販売 特価 *135、000 ( 税 絢 ) 
| 





叶 Macintosh Performa 520 


クラ リス ワー クス も イン スト ー ル 
8 MB グ HD160MB プ CD 
通常 店 頭 定 価 \198.000 (税別 ) 





セガ 社員 販売 特価 \178S.000 ( 税 絢 ) 


圏 NEC PC-9821 Cs2/S 3 


| お すす め MULTI 
CPU : i486SX-33 HDD : 340MB 
定価 \468,.000 (税別 ) 





セガ 社員 販売 特価 *\ は 28.000 (税別 ) 
支払 ・ 送 料 ・ ス ペッ ク 等 の お 問い 合わ せ 先 


株 式 会 社 亜土 電子 工業 
T・ZONE 本 店 8 F 

の 叶 TEL 03-3257-2690 
FAX 03-3257-2661 
担当 鈴木 (女性 ) 
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ぐ @ 国 内 CS か ら の お 知ら せ 多 


ーC S$ マ ー ケ ティ ング 本 部 販売 推進 課 の S P 活動 < 


4 月 号 の ハー モニ ー で 販売 促進 課 の SP 活 動 に つい て 紹介 し まし た が 、 
その 後 、 他 の 部 署 か ら の 反 攻 が よく 、 ま すま す 気 合い が 人 る 今日 この 山 
で す 。 皆 さん は 、 店頭 で 見 た り 、 電話 し て みた り し て いた だ け ま し た で 
し ょ うか が 






KAAE Se 2 







上 義和 寺 228 キャ ン ペ ー ン 展開 中 ! 

5 月 27 日 に 発売 され る ソニ ッ ク 3 の キャ ン ペ ー ン 
と し て 、 販 売店 様 向け FAX 情報 ツー ル | セガ FA 
X メ ネッ ト | に て 、 キ ャ ン ペ ー ン 参加 店 を 大 募集 いた 
し まし 7 

多く の 販売 店 様 か ら ご 応募 いた だ き 、 現 在 全国 約 
4000 店 で キャ ン ペ ー ン を 展開 中 で す 。 
< キャ ン ペ ー ン 内 容 > 


" 細 高 速 アク ショ ン ” 第 3 弾 
[ソニ ッ ク ・ ザ ・ ヘ ッ ジ ホッ グ 3 
5 月 27 日 5.800 円 発売 E 予 定 ! 






@⑱ キ ャ ン ペ ー ン 用 に 作成 し た 「 ソ ニッ ク ヒ ス トリ ー 
ビデ オォ ] を 全国 先着 7 万 名 様 に プレ ゼン ト 。 os 
@⑱ ソ ニック 3 の 魅力 を 満載 し た パン フレ ッ ト を 店 頭 
に て 配布 。 Mr wi 
@ 告 知 ボ スター 較 セガ ビデ オマ ガ カジ ン 
※ そ の 他 、TVCF も 大 量 展開 いた し ます 。 x 5 月 号 MENU 
FAX 番号 03 (5950) 7790 INEW GAMES HEADLINEJ 
短 き 幸 変 ・MD ソニ ッ ク 3 


放 セカ FAX クラ ブフ 9 OD シャ イニ ダグ ・ フ ォ ー 革 CT 
康博 報 が ま の PA で 近 に 較 7 ・MD 銭 狼 伝説 2 

ュー ザー 向け 情報 提供 サー ビス 、 アー ケー ド 「 バ ー チ ャ ファ イタ ー| 
「 セガ FAX クラ ブ ]| が 5 月 1 日 よ ビデ オ 解 析 ! 

調 開始 か ら 日間 で な ん と 3000 * 6 月 号 MENU 

調 ! 開始 か ら 5 朋 で な 3000 

件 以上 も の 利用 が あり 、 ユ ー ザ ー NEW GAMES HPADLNEI 

の 反応 も 上 々 で す 。 ま た 、FAX の Se 。 MM 

メリ ッ ト を 最大 限 利 用 し た アン Eo 生 こ 半 3 
ー ト コー ナー で は 、.、 ユ ー ザ さか ーッ ファ 

の 放 か CD オイ ニン グチ あつ RCD ーー" 

MM 生 コ リ ー ゲ グズ は 半 玉 か ウタ 


に ま Saeta 
今後 の 展開 に 役立て た いと 思 





て 東 放 還 PA が 護 い は は お 兄 で いろ 詳 還 の e その 他 、 新 作 ソ フト の プレ イ 画 面 が 思い っ きり 見 れる ! 
ビス を 、 皆 さん も ぜひ ご 利用 くだ さい 。 ユー ザー パテ ャ 拓 
す 。 そ し て 、 ユ ー ザ ー 向 け の 情報 を セッ ト し た いと ご 希望 の 方 、 4 和 1 
CS、AM、 そ の 他 何 で も か まい ませ ん の で ご 雪 絡 くだ さい 。 還 | 北 ガ | けけ \、 の 9Y テ アレ フォン | 
・5 月 16 日 て MD | ソニ ッ ク 3」 
(HE プロ マネ ノ 船 田 出演 ) 


メガ ロー プレ プロ ジェ クト キャ ン ペ ー ン 情報 
・6 月 1 日 MD | 新 創世 紀 ラ グ ナ セ ン テ ィ 」 
MD | スー パー スト リー トト ファイター 


ョ コー- フ 人 テレ ウッ 


ゴー ラボ トラ ー ズ 提供 の 新人 情報 メデ ィ ア | コー 
NR Nu 基 ポ ボー 
な どの 最新 情報 を 毎週 電話 で お 送り し て いま す 。 こ れ に 
の が タル アップ 【 人 間 間 (こと 
情報 提供 と と も に 、 セカ 他 協 央 企業 (avex trax、 NIKE、 
他 ) の ホッ ト な 情報 が キャ ッ チ で きま す 。 さら に 協 夫 企 1 
染 か ら の オキ オリジナル ダッ ズ な ど が 当たる プレ ゼン トコ ー * 電話 番号 を よく 確か め て 、 
ナー も あり 、 セ ガ か ら は 、 結構 シ プ 上 月 な ソニ ッ ク の デイ 正しく か け て くだ さい 。 
パッ ク を プレ ゼン ト 。 当 だ る か も し れ な い の で 、 皆 さん 
も キッ を も で そ み で で て だ さい 。 
札幌 "011 (737) 9991 大 阪 06 (765) 9998 
東京 03 (5496) 9999 高松 0878 (51) 9991 
名 古屋 052 (581) 9922 福岡 092 (713) 9919 













短 メ ガ ロープ レブ ロダ ジェ クト キャ ン 708304 (6 朋 17 還 て ) 
の メガ ワー ルド サマ ーー キャンペー ン (7 月 一 ) 
| 0 で と や ます キャ の バー ケー トチ 月 ー リ 
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多 
個 
人 
年 
診 


日 本 も 2020 年 に は 65 歳 以上 の 方 が 、 
人 口 の 20% に 達する と され て お り 、 若 
い 人 の 保険 料 負担 、 支 給 年 齢 の 繰り 上 
げ 、 支 給 年 齢 まで の 労務 政策 等 数 々 の 問 
題 が 取り 沙汰 され て いま す 。 

また 、 生 命 保険 文化 セン ター の 調査 に 
よる と 、 老夫婦 の 日 常 生活 費 は 月 額 約 
23 万 円 で ある と の 発表 が あり 、 公 的 年 
金 を 補 つ も の と し て 個人 年 金 が 注目 され 
も の も 

当社 の 場合 も 、 厚 生年 金 基 金 を 設立 
し 、 福 利 厚 生 の 充実 を 図っ て いま す 。 し 
か し 、 厚生 年 金 基 金 も 資 金 を 運用 し 、 利 
回 り を 出さ な けれ ば な ら ず 、 設立 前 の 昨 
年 に 運用 利回り を 下げ る 事態 が 起こ っ て 
いる の が 現状 で す 。 

混迷 の 時 代 は 、 ま さ に 個人 の 知恵 が 要 
求 さ ぶれ る の で し ょ うか の 

それ で は 、 個 人 年 金 に つい て 説明 し ま 
・ 二 
(年金 の 種類 〉 

個人 年 金 は 大 きく ①) 「 元 金 据置 き 型 」 
(利息 だ け を 年 金 と する も の ) と ②⑫ 「 元 
金 取 り 月 し 型 |」 ( 元 金 と 利息 を 年 金 と す 
る も の ) の Z 種類 に 別れ ます 。 

引 、 下 記 の 城 商 と つ に 分 けら れ ま 


す 。 

| 自動 継続 永久 型 ] … 解約 し な いか ぎ 
り 年 金 が 支払 い 続 けら れる 永久 年 金 商 
ロロ Ho 

マ が なり ま と まっ た 資金 が な いと 受取 人 金 
額 が 少な い 欠 点 が ある 。 

年金 型 定期 預金 (普通 銀行 ) 、 年 金 プ 
ラン (長期 信用 銀行 ) 

| 満期 型 ] …… 10 年 と か 15 年 の 満期 が 
決め られ て いる 商品 。 

・ 個人 年 金 プ ラン 満期 型 (証券 会 社 ) 
(も トト 記 の よう に 分 けら れ ま す 。 
[保険 型 終身 タイ プ | …… 生存 し て いる 
限り 年 金 を 受け 取れ る も の で 、 終 身 年 金 
と も 言わ れる 、 

Y 年 金 開始 後 、 死 志 し て も 一 定期 間 は 年 
金 を 受け 取れ る < 保証 期間 付 > の 商品 も 


・ 終身 年 金 (郵便 局 ) 、 保 証 期間 付 終身 
年 金 (保険 会 社 ) 

[保険 型 有 期 タ イプ | …… あら か じ め 決 
め て お いた 期間 内 で 生き て いる 限り 、 年 
金 を 受け 取れ る 。 

・ 有期 年 金 (郵便 局 ) 、 保 証 期 間 付 有期 
年 金 (保険 会 社 ) 
| 貯蓄 型 ] …… 契約 者 の 生死 に 関係 な 
く 、 元 金 を 取り 月 し な が ら 一 定期 間 年 金 
が 受け 取れ る 商品 。 
ーー 

) [ 
こう し て みる と 、「 保 険 型 有 期 タ イ 
プ | と 「 貯 蓄 型 ] は 、 公 的 年 金 の 「 つ な 
ぎ 資 金 』] と し て の 利用 が 最適 で ある と 言 
えま す 。 

(年 金 の 受取 種類 ) 

(1 定額 型 ・…: 最 初 か ら 最後 まで 一 定 の 年 
金 を 受け 取る 方 法 

(② 通 増 型 … 一 定 の 割合 で 毎年 大 きく な 
る 年 金 を 受け 取る 方 法 

※ ど ちら を 選択 し て も 変わ り ま せん 。 

《 保 険 料 の 支払 方 法 》 

(① 積 立方 式 …… 1 ヵ月 毎 に 、 半 年 毎 、 1 
年 毎 等 に 定期 8 的 に 保険 料 を 払い 込む 方 法 
② 一 括 払い 方 式 …・ 保 険 料 を 一 括 し て 払 
い 込 む 方 法 

(その他) 

1 、 加入 に あたっ て は 、 契約 者 と 受取 人 
の 関係 を 充分 に 考慮 し 、 税金 の 対策 を 念 
頭 に 置く 。 

2 、 将来 に 備え 、 年 金 の 増額 が 可能 な 商 
品 か を 確認 する 。 

「 個 人 年 金 の 加入 は 40 代 か ら 考 える 
se を ME まま イナ ン シ ャ ルズ ラタン 
ナー の 定石 が あり ます 。 

私 も 同様 に 思い ます 。 そ ぞ それ は 、20 代 
で は 結婚 資金 の 準備 ・ 嗜 好 品 の 購入 、 
30 代 で は 住宅 購入 の 準備 ・ 教 育 資金 の 
貯蓄 等 年 代 に より ウェ ー ト が 異な る か ら 
の 

つま り 、 サ ラリ ー マ ン は 40 代 か ら 財 
形 年 金 に 加 人 する こと が 最も 良い と 思い 


ある 。 ます 。 (AM 施設 堀川 ) 
文 最新 ラン キン グ 情 報 太 
AN 預入 期間 1 年 20% ems 預入 期間 5 年 20% 
ー 律 源泉 分 離 課税 ー 律 源泉 分 離 課税 
順位 商品 名 受取 金額 利回り % 順位 商品 名 受取 金額 利回り % 
1 抵当 証券 (1 年 ) 1.019.200 円 1.92 1 一 時 払 養老 保険 (5 年 ) 1.182.720 円 3.65 
2 抵当 証券 (5 ヵ月 ) 1.017.600 円 1.76 2 割引 国債 (5 年 ) 1.127.050 円 2.54 
3 中 期 国債 ファ ンド 1.016,470 円 1.65 3 ワイ ド (5 年 ) 1.123.870 円 2.48 
4 人 金 貯金 口座 (6 ヵ月) 1.015.650 円 1.57 4 抵当 証券 (5 年) 1.120.000 円 2.40 
5 金 貯蓄 口座 (1 年 ) 1.015.590 円 1.56 5 利付 金融 債 (5 年 ) 1.116.000 円 2.32 


利回り は 平成 6 年 3 月 4 日 現在 EP ビ ジネス レタ ー 4 月 号 よ り 
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JEF INITED 


JR EAST FURUKAWA FUUTBALL ELUB 
等 っ て た ぜ ! 版 廊 / 
不動 の セン ター バッ ク 、 阪 倉 選手 直撃 イン タビ ュー ! 


1967/6/7 生 、178cm、68kg、 
B 型 、 三 重 県 出身 、 元 日 本 代表 





【 質 問 事項 】 

1. 好き な 言葉 …… | 継続 は 力 な り 」 NB 
あ 人 …… 健康 な 自分 の 体 | 外食 が 多い の で 、 健 
3. スト レス 解消 法 …… 仲 間 と 遊ぶ こと 康 管 理 は 特に 食事 に 気 
4. 好き な 音楽 …… ヽ 

5. 好き な ゲー ム …… 麻 雀 ゲー ム akdcivk 


[ぜひ 、 グ ラン ド の 方 に 足 を 運ん で いた だ いて 、 あ た た か い 
声援 を 送っ て くれ る よう お 願い し ます ( 笑 ) 」 


昔 か ら フ ァ ン の 人 た ち に 支持 率 の 厚い 阪 倉 選手 。 ハ ー モ ニー の 
バッ ク ナ ン バー の サポ ー 3 ー の 声 特 集 の と ころ に は 、「 エ キサ イ 
ティ ング 板倉 !| や | フィー ルド の あばれ ん 坊 板 倉 に 期待 し て い 
前 半 の 元気 な と き は まぁ まぁ いい プレ ー が で きた と 思い ます る | と いう 男性 ファ ン か ら の 声援 ば か り 。 | そう な ん で す よ ね 。 男 
、 誇 張 虫 は 本 当 に 辛かっ た 。 性 ファ ン が 多い よう で 、 ぼ く は | な ん て 、 ち ょ っ と 引 し い 顔 を し て 

折 、 みせ る あたり 、 茶 目 っ 気 た っ ぷり 。 練習 
の 時 の 厳し い 表 情 と は うっ て 変わ っ て 、 
馬 科 02 他 人 も ーee 
し か っ た ! (も っ と コワ イ 人 か と 思っ 
生還 
感動 し て し まい ま 
だ 
※ 例 の コメ ント の 方 
』 に は 、 板 倉 選手 か ら 
特別 に 名 前 入り サイ 
ン 色 紙 を 頂戴 し て ま 
も :y す 所 を 翌 で 
よかっ た ね ! 





レノ / 


カ 












チー ム が いい と き と 悪 いと き の 差 が あり すぎ る の で 、 吉 い と 
き に どう 勝つ か と いう こと が 今後 の 課題 。 自 分 と し て は 、 半 年 
の ブラ ンク が あっ た の で 早く ゲー ム の 感覚 を 取り 戻す こと 。 し 
か し 、 早 く < 出場 し た い 反 面 、 焦 り は チー ム に も 迷惑 を か け て し 
まう か ら 、 そ の へ ん の 自己 制御 が わり と 大 変 。 ( 阪 倉 選手 は こ 
の 直後 の 対 マ リノ ス 戦 で 見 事 に 返り 咲き 、 勝 利 に 頁 献 し た の で 
も: な 1) 





な ん と あの ミッ シェ ル 宮 澤 が CD を 出 
し た だ たよ! タイ トル は |IRAIN OR 
YS 
OM みお ま お の きみ 。 この 料 は ミ メ ツェ 
を D ] に ほし いと いう ラジ オ 局 の 人 ま 
で 来 て いま し た 。 英語 も 仏語 も ペラ ペ 
ラ だ し 、 確 か に いい 声 だ ! 天 は 二 物 を 
与え る の だ …… 神 様 ス ルイ よ ! 


今回 は 板倉 選手 の サイ ン 色 紙 を 』 
3 名 様 に プレ ゼン ト 。 
ご 応募 お 待ち 5 し て お り ま す 。 





大 人 気 ・ 城 彰二 が 全日 本 代表 人 り を 
果たし た ぞ ! 18 歳 と いう 若 さ に 初め 
は 関係 者 も 代表 入り を 危ぶま ん で いた 
が 、 や は り 実 力 を 買わ れ た まう だ 。 
な ん と 言っ て も 不 減 の “」 リ ー グ 初 
出場 4 試合 連続 ブー ル ”" は 、 ち ょ っ 
と た だ 物 じ ゃ な いよ ね 1 


@ サ イン 色紙 当選 者 発表 
・ 下川 選手 
三浦 充 弦 (ハー ドウ ェ ア 技 術 管理 部 ) 
早坂 和子 (AM3 研 ) 
野口 和子 (AM3 研 ) 
下川 ・ 中 西 ・ 武 藤 選 手 サ イン 
岡部 照夫 (AM ハー ドウ ェ ア 研 究 開発 部 ) 





蛋 例 の 「 勝 利 の で ん ぐ 


前期 後 半 残 り の 試合 日 程 は 以下 の 通り 。 り 返 し ジャ ンプ !」 地方 美代子 (総務 部 ) 
セガ の 口 ゴ を 胸 に フィ ー ル ド を 駆け る 彼ら を みん 9 当選 者 の 皆さん 、 お めで と う ご ざ いま す ! 












な も 応援 し て ね ! NM 2 El か 





この コー ナー で は 皆様 か ら の お 手 
紙 、 お 写真 、 選 手 の 似顔絵 な ど を 随時 





6 グ 1 ( 水 ) ーーー 





6/4 人 土 ) 『 ュ ビ ロ 盤 田 ド い 
6/8 ( 水 ) eee 邊 サー お 待ち し て お り ま す 。 採用 させ て いた 
6 ノブ 11 ( 土 ) グラ ン パ スエ イト だ いた 方 に は 選手 の 生 写 真 を プレ ゼン 











[人 社 一 体 目標 有休 !」 6 ノ 15 ( 水 ) ガン バ ト い た し ます 。. お 楽し み に ! 
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eo 寺 HG ス ) 后 - 御 寺 義 補う 郊 
選 つ 77117/7 編 し ^ 土 楓 G 
時 容 十 キス へ 1 ト ャ ー・ 3Q 仙 O 
っ さ 中 へ 十 キ ハト ・P 包 し 
民 0 レ っ し や V 畑 中 6 を 
QOL や 6N6 計っ つ ^ 栓 せ さ ソ つ 
GT 一 区 G 士 そ へ 1 トー 
だ 党 だ 窟 嘆 し 旭 伝 つじ 
E を セ ュ )^ 時 りつ し せ 己 6 晃 
権 ・QQGQ い 中 へ ・ ロ ーIh 
G 世 1J 人 6NeG 公 C っ りつ 心地 貢 
EC 1J4) 色 倫 で 5 

更 時 選 @ 旦 挫折 
季 - 一 必 6 獄 選 折 Ao 世 H6 
2JH6 で JOQ 全 つじ ね っ 8 や 心 
で 世 し ^ 起 人 で せ pp や 6 つま を 名 
公 ひ 色 - 1Q 谷 いい ゆ へ 補 
下 1^ HG6HeB3 人 !J)^ 00Q 人 で いて 由 へ @ 世 装 
つ し ぬ ユ ^ 蘭 上 IR レ し 夫 Ne6 ボ へ 口 半 入 4R 電 けけ 
K っ !J 癌 棚 S 陣 つや p6 し SO ひも? 

志 ロロ - へ り 日 サエ ハト エー 民 球 凶 つ 
レム っ h@)^ RU 民 十 キ へ 1 人 ト エー っ) つ 心 朱 
中 0g 公 明 選 0 だ し 穫 ユ ^ 峡 相 IR9 中 0)^ 





IGPSE RS 還 上 iC(ItE っ ALKGI 
公 一 明 な で 入 - ル 6 填 キハ 
1 トー ュ 4JR さ り K ド ポー ペー 
9 凡 い 認 ^ 圭 キ ハト マー 
9 尋 欠 つや 6 っ)^ ドミ UK 
ドー ペーG 世 選 ポ で 1 
5 だ 宮 全 の 科 ? に ルル 6 
飲 緩 G 選 路 立 で @ べ ー て し 己 
NO 

6 選 ^ 崩 芯 備 ポ で hG6? 栓 
6 つら G 村 っ つけ 意 倍 っ Ne” 
ミ り K い ポー ペー「 時 軸 ・7 る 
2J 心 買 ・ 如 章 案 吉 ・ 宮 訪 舞 引 
筑 ・ 普 千 穫 ・ 移 催 ・ 鶴 哉 」 
ド R ミ さり KK 填 キ ハト マー 「 合 
繋 ・ 欧 引 ・ 揚 時 幸夫 ・ 難 滞 
ロー ふ ミ て ・ し で 7 ぬ ・ や 中 
下 へ ・ 輝 部 宮 く トー ・ 鋼 旧 況 親 ・ 軍 世 
条 ・ 移 筑 ・ 電 窟 」 忠 豆 抽 人 - 1J1JH6 レ 
豆 い し 6 っ つ 6 も AOQ 人 心 公 C や 衝 p 負 明 咽 一 
ヽ ミ ネー ィ ュ J)16 尽 完 1^ 芽 り 台 引 G 半 攻 
HG 麺 っ SNeGSC で 和え ) 皮 @ 張 配 丈 現 
OOQ 胡 GKI ト ふ ND 融 6? 


R ネ り K い ドー ペー 息 っ つっ 区 堪 
つっ レム っ NI@1 JJ の -J い 6 所 つけ つじ レム NG6" 
飲 絆 し や 「 に 時 GG っ つつ っ 花 」 玖 載 畔 選 NO 
1JJ1J う 27 「 に 時 6GG っ つっ 花 」 の の の 
モ E 9 表 凌 人 0 や Ne? 全 い で ① ツ ユ うり)^ 圭 キ ヘ 
I ト ャ ー ぬ わい べく 尋 公 邊 ? 皆 咽 選 
N6” ふつ 搬 っ し 己 壮 国 奈 正 思 Ne? や 
INKUJ 朴 入 似 握 り て だ ^ の 韻 面 十 い 7 

1 夫 ^ 区 嘱 G | 喉 せ ? 6 や - R ミ UK 
ポー ペー 公 Q① 紹 7 [OS 0 で を 公 代 
部 1) つ J? 」 慎 さ 人 財 レ レー っ OO 窓 喉 6 
っ 5 つや つや で 填 そ ハト エー を J 則 二 
Ne | 口 - 6 選 | 口 - HD 羽 じ IJNQO 色 や で 心 
1J 穫 人 心 ? 「 む で で 一 H け 6 で 1 け や 鍛 人 0 
っ 」 1J6 陣 恋 じ ^ 央 膨 村 つじ っ 26 お ^ 芋 
を 馬 っ し で V^ 谷村 JHHLJ 個 球 公 上 N6 公 
2) 心 代 COJ? 課 19" G せ へ 口 ! 舟 
Ne 燕 っ 昭 っ 公 ^- RR ふ JJ 直せ レ し 畠 
だ し っ V6 総 の し っ 8? ( 避 @G1JC 
0 を ) ' 

3^ エロ トロ 以 ふ て ー ド ルーA エ キー 
ミーh@ 器 田 中 や しゃ 
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製造 部 第 
「 転 部 」 








世間 で は 一 般 的 に 、 女 性 は 
力 に 弱い と され て いる よう 
で す 。 し か し それ は 店 舗 に い 
る 女性 に は 当て は ま ら な い の 
で は な いで し ょ うか 。 「 君 は 
や ら な く て も いい よ 。 
つく が 6 な ぁ あん て 肝 い 
| こと を 言っ て くれ る 男性 が 周 
| り に いな い 限 り 、 女 性 に も 故 
障 や トラ ブル は 、 情 け 容 赦 な 
く 敵 っ て くる の で す 。 

当店 は 店 長 の 私 を 筆頭 に 
社員 は 女性 、 ア ル バ イ トス タッ フ も 、 女性 中 心 で 構成 され て 
いま す 。 都心 (と いっ て も 広島 だ が ) に 位置 する た め 、 機 械 
の 稼働 率 が 高く 、 頻 繁 に 故障 が 起こ り ます 。 故障 は 即ち 、 イ 
ンカ ム の 停止 を 意味 し 、 早 急 に 対応 し 
な けれ ば な り ま せん 。 

パル ジル ク 前身 サー ビス スイ ツチ の 
5 
助け を いつ まで も 期待 する わけ に は い 較 議 
きま せん 。 誰 も 助け て くれ な い 。 この 諸 4 
状況 は スタ ッ フ 全 員 を 強く し まし た 。 きき 蘭 
初め は 右往左往 し て いた スタ ッ フ も 『 リ 
「 な ん と か 社員 に 頼ら ず に ] 「 せ め て 
故障 の 原因 だ け で も ……] そん な こと 
口 に し 始め 、 社 員 が 修理 する さま を 側 で 
えよ うど 躍起 に な り ま し た 。 





ーー 
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真剣 に 見 つめ 、 覚 
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AM 施設 統括 本 部 広島 営業 所 
ハイ テク セガ ・ ミ ス 棚町 彩子 


し いい チャ レ ゃ ※ ン 科 ま うみ スス の 
ボリ ュー ム 故 障 。 必要 ツー ル : ドラ 
モバ Nr 、 六 月 レタ 玩 0 00 
ニッ パー、 プ ライ 萌 で 、 懐中 電 周 
…』 社員 が 修理 を する 度 に 教え 、 手 
伝 わ せ て いく うち に 、 彼 女 達 は ひと 
つ ず つつ 機械 の 仕組 み 、 故 障 原因 、 
ツー ル の 名 前 、 使 い 方 を 映 に 付け て いっ た の で し た 。 

現在 は 教え る 立場 の 私 も また 、 新 入社 員 の 頃 そ の 覚え の 悪 
さ に 系 れ ら れ な が ら 仙 か ずつ 学ん で きた の で す 。 

普通 の 女の子 で 「 ニ ッ パ ー」 と いわ れ て 、 ど ん な も の か 
知っ てい 名 世 が は でも たよ が か 。 作 だ つけ 生 し た さと 
の ある 人 は ? 最初 名 前 も 知ら な か っ た それ ら を 、 い まで は 私 
た ち は 路 路 す る こと な くそ の 名 で 呼び 、 使 いこ な し て いま 
す 。 日 々 の 修業 の 賜物 と で も いい まし ょ うか 。 果て は 店 舗 以 
外 の こと 一 一 た と えば 、 自 転 車 修理 、 切 れ た ネッ クレ ス を 直 
した り 、 メ ガ ド ラ や ピ デ オ を 人 双 の デレ ビ に 繋げ だ り -…+ 6 
s そん な こと が と っ て も 上 手 に な っ 
= て いた の で し た 。 
まだ 、 邊 理 だ けけ 大 、 リー 
| ン ネ ス に 関し て も プロ な の で 、 い 
革 つ で も ダス キン サー ビス マス ター 
に な れる で し ょ う 。 
今日 も 太股 露 わ に 機械 の 前 に 座 
り 込 み 、 ド ライ バー 所 き (?) も 
鮮やか な … 私 達 の 明日 は 、 ど っ ち 
な んで ゆま うつ ね 。 
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症 還 還 還 還 還 還 開 飼 月 の 推薦 コー ナー 較 


最近 は 観 た い 映 画 が 数 多く あり ます が 、 い ろ い ろ と 忙し く 映 画 館 に 足 を 
運ぶ こと が めっき り 少 な く な っ た 今日 この 頃 で す 。 映画 と ビデ オ で は 観 て 
受け る イメ ー ジ が 異な り ま すか ら ね -…-。 日 本 の 映画 館 で の リバ イ バ ル は 
あま り 望 め ま せ ん し 、 そ こ で ビデ オ に 走る の で す が ……。 


文 V IDEO 
作品 名 「 ジ ェ イ コブ ス ・ ラ ダー」 
JACOB'S LADDER (90 米 ) 
0O ま メ エ イ た ス 。 2 の 0r は た び アハ ーー ウド 納本 な 


作品 名 「 ブ レー ドラ ン ナ ー」 


BLADE RUNNER (82 米 ) 


超 有 名 所 で 申し 訳 あ り ま せん が 、 リ ドリ ー テ スコット 監督 ・ 


情事 ] で 心理 描写 に 定評 の ある エイ ドリ アン . ライ ン 監 督 の 作 美術 の シド ニ ミ ー ド ・SFX の トラ ンプ ブル と 、SF 映 画 を 代表 す 


mm で 、 内 容 は な いよ う で も 映像 の 面白 さや 緊迫 感 は び か いち 。 
人 間 の 心 の 興 に 潜ん で いる 無意識 の 芯 怖 を 暴き 出し た 心理 サス 


る 3 人 が 2020 年 の 世界 を 映像 化し た も の で 、「 エ イリ アン 」 
と 肩 を 並べ る SF エン ター テイ ン メ ント の 最高 傑作 で あり 、 近 


ペン ス と 仕上 が っ て いま す 。 日 常 の 狂気 を 内 に 秘め ず 、 ご この 映 未来 派 テ デッド ・ テ ッ ク ・ フ ュー チャ ー の 代表 的 作品 で も ある 


画 を 見 て 発散 し て みて くだ さい 。 十 二分 に 精神 を シェ イク で き 
は しょ つ 。 


と 思い ます 。 も し この 映画 を 見 た こと の な い ハ ー ド ボイル ド も 
の が 好き な 方 は 必見 で す 。 見 な さい ! 


情報 : 今 、 手 に は いる の で し ょ うか ? ガ ン バ パッ て 探し て くれ ! 情報 : 発売 元 = デ ワー ナー ・ ホ ー ム ・ ビ デオ (D も ある ざん す ) 
RPG 制 作 部 ・ 白 幡 都 弘 (次 回 は AM 7 研 の 斉藤 毅 さ ん で す ) 





愛田 紀章 
花 伝 社 2200 円 
YA 人 ae: 品 に し た 企業 戦士 の 悲哀 


異 文化 の な か で 苦悩 する 、 日 本 企業 駐 
在 員 。 日 本 人 は 国際 社会 の な か で 異 分 
子 な の か ……。 タ イ で 生活 し た 筆者 の 
実体 験 か ら 生 まれ た 小説 。 
著者 紹介 ] に 
愛田 紀章 (あい だ ・ き し ょ う ) 
1941 年 生ま れ 1965 年 案 京 大 学 文 学部 卒業 
YY マッ キャ ン ・ エ リク ソン 博報堂 、 旭 通信 社 
広告 会 社 に 勤務 。 

OK 1978 年 一 84 年 、1989 年 一 92 年 と 3 回 に わ 
FT RM 





AT きま 上層 ie ま 折 39 あ sem pea」 96 計 SEe93e を SE21ia み is es Ne sa ea 


旨く の ンク の 
@) 月 @ 『。 グレ クジ グ ム 用 イダ 『。 
締切 : 6 プ 10 本 社 広報 企画 室 プ HARMONY 編集 事務 局 宛 


4 月 号 よ り 、 ハ ー モ ニー の 表紙 は 「 映 画 ] を テー マ に し て 
いま す 。 さ て 、4 月 号 と 5 ・6 月 号 の 表紙 は 何 の 「 映 画 | 
LE 0 あの 
答え | 
4 月 号 人 人 
5・6 月 号 “ 


今回 は ATP 事 業 部 より 、ATC「 ガ ル ボ 」 の 人 場 券 
ステ ッ カ ー ・ キ ー ホ ル ダ ー を 5 名 様 に ブレ ゼン ト 


所 属 
氏 名 
社員 コー ド 


HARMONY 35 


文 東宝 映画 「| こ と られ て た まる か が ! ?」 


ゲー ムギ ア ・ ソ フト 発売 


5 月 4 日 ( 土 ) より 全国 東宝 系 
映画 館 に て ロー ド シ ョ ー が 公開 さ 
れ ま す 「 と られ て た まる か ! ?] 
に セガ が ゲー ムギ ア ・ ソ フト 発売 
で 協力 し て いま す 。 

主演 は 、 武 田 鉄矢 、 田 中 美佐 
子 、 明石 家 さ ん ま 、 そ の 他 凡 波 匠 
郎 、 野 際 陽子 と いう 豪華 キャ ス 
ト 。 物語 は 、 高 級 分 議 地 に や っ と 
手 に いれ た マイ ホー ム 。 な ん と 
45 年 ロー ン 。 幸せ いっ ぱい の 唯 
野 家 。 そ と ど 氏 忍び 寄る ドロ ポポ I 
(ご ん ま )。 家族 を こよ な く 愛 する 粒 
お 父さん (武田 ) と 、 何 度 と な く 忍 二 
び 込 ん で くる ドロ ボー と の 壮絶 な (⑦) 戦い を 描く エキ サ 
tt コディ 導 本 5 

監督 に は 「 遊 び の 時 間 は 終ら な い 」 「 さ ま よ える 脳 」 
な どの 新 倍 革 庭 貞 明 。 原作 ・ 脚本 は 「 遊 び の 時 間 は 終ら な 
い 」 で 考 庭 監督 と コン ビ を 組ん だ 斉藤 ひろ し 。 

な お 、 この 映画 を モチ ー ン フン とじ だ ゲー ギア ソン プ ト 
上 税別 ) 当社 より 発売 され る 

定 で す 。 





廊 ジ ェ フ ファ ンク ラブ 入会 に つい て 雄 

会 費 は た っ た の 1000 円 ! 特典 は 以下 の 通り で す 。 

1 . 会 員 限定 GOODS が 購入 で きる 

2. ファ ン 感 謝 デ ー に 優先 的 に 入場 で きる 

3. 舞浜 の オフ ィ シ ャ ル シ ョ ッ プ で 5 % 割 引 が 受け られ る 
4. JEF 事 務 局 発行 の 会 報 が も ら え る (年 Z 回 ) 
(ジェ フ ファ ンク ラブ 入会 申込 方 法 〉 

住所 、 氏 名 、 電 話 番号 を 明記 し た 封筒 に 80 円 切手 を 同 
封 の 上 、 下 記 の 宛先 まで お 送り くだ さい 。 折り 返し 申 
込 用 紙 が 送ら れ て きま す 。 

〒104 

東京 都 中 央 区 明石 町 1 一 3 明石 ツ ソイ ンク ロス 702 号 
JEF UNITED フ ァ ン クラ ブ 事 務 局 まで 


IMAY.JUN. 








OICE OF HARMONY 


情報 文 読者 投稿 ペー ジ 
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選 ! り り 肝 
ソニ ッ ク ・ ザ ・ ペ ッ ジ ホッ 


帰っ て くき た ソニ ッ ク & テ イル 
o 今度 は 空 に 浮か ぶ 不 思 選 議 
な 島 で 大 冒険 。 し か し 、 彼 ら 
の 前 に は 新た な ライ バル ナッ 
プル 容 Wo 和 FI ほ グマ ン の 手下 を 
倒し 、 邪 魔 を する ナッ クル ズ 
を 出 じ 抜き な が ら ど て まで 進 


め る の か が 。 
5 月 7 日 発売 


太り 朋 


5.600 円 (税別 ) 


アウ トラ ン ナ ー ズ 


アー ケー ド で 大 好評 の 「 ア ウト ラ 
ン ナ デス | が メガ ドラ イブ 本 
な っ て 新 登場 ! バラ エ テ ィ ー に と 
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 ・ 1 AUTO と 5 


LE 9 " 全 
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ん だ だ たく さん の コー ス か ら 、 好き な コ 人 半 めで 佑 む 。 
メガ ドラ イブ 版 だ け の 機能 も つい て 満足 度 ア 


9 月 13 日 発売 


お 宝 だ ーーー ペー ン 


7.600 円 (税別 ) 





50UUG も うけ た ぜ 『 


maesarmezennm 
や あ 、 お れ は アル フレ ッ ド 。 
モナ ー ク 王国 の 王子 さ 。 


5 月 24 日 発売 








⑥ SEGA 1994 
⑥ FALCOM 1991 


8,600 円 (税別 ) 
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@ 1994 東映 ビデ オ ・ 東映 石森 ブロ 
5 月 13 日 発売 予定 
7/.600 円 (税別 ) 


1994/COMPUTER DESIGNED BY NEXTECH 


か わり に 動物 と 


ファ ンタ ジー の 世界 、 ラ グ ナ セ ン テ ィ で は モン スタ ー 達 が 勢力 
を 伸ばし て いる 。 主人 公 の 少年 は ふと し た こと か ら 人 間 と 会 話 
会 話 が で きる よう ( 
し て 動物 達 を 仲間 に し た 主人 公 の モン スタ ー 退 治 が 始ま る 。 待 
望 の アク ショ ン RPG ソ ラフ ト が 遂に 登場 。 


に な る 。 そ 


6 月 17 日 発売 予定 8.000 円 (税別 
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3 月 25 日 に オー プン し 友 四 の @ 雇 設 
G TI GO 初 の 地方 進出 1 号 店 と な り ま し 
だ た 。 前 日 に は 新聞 ・ 雑 誌 ・TV や ラジ オ 
守 の プレ ス 内 覧 会 も 行ない 、 翌 日 の オー 
プン まで に は 様々 な 媒体 に 大 きく 取り 上 
けら 松 し じ た 。 
広島 GTIGO が 位置 する の は 広島 市 内 
の 本 通商 店 街 で 、 近 くに は デパ ー ト そ や 有 
名 店 等 が あり 、 徒 歩 10 分 の と ころ に は 広 
島 の 象徴 の ひと つ で も ある 原爆 ドー ム が 








店 舗 ス ロー ガン : 人 を 生か せ 


あり ます 。 ア ー ケ ー ド 街 の 大 通り か ら 少 
し 入っ た 地下 1 階 -6 階 まで の 7 層 の ビ 
ル で 、 今 回 は 1 階 か ら 4 階 の み の オ ー プ 
ン と な っ て いま す 。 店 閉 還 還 ま レーン 
フェ ステ ィ バ ル .」 を テ 靖 附 上 サッ カー 
や アイ ス ホ ッ ケー 等 を 黄 呈 有 ン し た 明る 
生生 AB 

ジア 大 会 まで に は 地下 に 飲食 、5・6 
8 は カラ オケ を 導入 し 、 広 島 市 内 の 新 
た な 名 所 と 靖 全 但し ょ う 。 


画 店 舗 概要 

所 在 地 : 広島 市 中 区 本 通 3 -5 

面積 7B1F-6F 合 計 3.847m2 
スタ ッ フ 数 : 社員 6 名 アル バイ ト 30 名 
店 長 名 : 山 懸 仁 

オー プン 日 : 1994 年 3 月 25 日 

売上 目標 : 月 商 7000 万 円 


め さ せ 売上 1 億 円 
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